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勁
作
す
べ
て
の
本
質
（
本
意
）
を
把
搬
し
て
、
象
徴
的
に
こ
れ
を
表
現
す
る
邸
意
を
特
色
と
す
る
。
従
つ
て
「
そ
の
も
の
に
な
り
き
る
」
と

い
つ
て
も
、
そ
の
精
肺
朕
態
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
ふ
の
で
な
い
所
が
、
演
測
の
股
藝
と
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

抑
々
能
業
（
猿
業
能
）
は
、
奈
良
朝
時
代
に
中
國
か
ら
餘
入
さ
れ
た
散
業
が
我
が
國
固
有
の
俳
優
と
結
合
し
て
疲
逹
し
た
も
の
で
、
平
安

朝
時
代
に
は
滑
岱
的
物
肛
似
（
所
作
も
言
語
も
）
を
主
と
す
る
や
う
に
な
り
、
更
に
そ
れ
に
歌
舞
的
要
素
が
加
は
つ
て
末
た
が
、
白
拍
子
舞

が
糠
縁
と
な
つ
て
、
鍔
倉
時
代
に
入
る
と
歌
舞
を
中
心
と
し
、
戯

rlh的
構
成
を
も
加
へ
た
猿
業
能
へ
と
疲
展
し
、
滑
稽
の
要
素
は
狂
言
に
移

(

2

)

（

3
)
 

次
い
で
田
業
能
・
延
年
風
流
能
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
ー
—
こ
れ
ら
の
能
と
猿
業
と
の
先
後
に
つ
い
て
は
相
反
す
る
雨
説
が
行
は
れ

(

5

)

 

町
時
代
に
至
っ
て
観
阿
顔
滑
次
・
冊
阿
蒲
元
滑
父
子
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
。
即
ち
観
阿
弾
は
物
餌
似
（
劇
的
表
現
）
第
一

る
—
終

つ
能
業
の
本
領
は
、
物
鱈
似
的
勁
作
（
演
閲
的
要
索
）
を
舞
歌
二
北
（
非
演
闊
的
要
素
）
を
以
て
、
音
業
的
に
統
整
し
舞
踊
化
し
た
舷
に
あ

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
油
出
を
藝
術
的
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
風
骰
（
藝
術
粽
式
）
の
翠
想
を
、
幽
玄
|
|
優
屈
典
雅
の
風
惰
ー
|
'
に
置
い

た
。
但
し
幽
玄
の
目
椋
に
は
時
代
的
崚
造
が
あ
っ
て
、
籾
は
現
質
的
、
冊
俗
的
、
平
民
的
、
人
情
的
な
地
上
美
か
ら
、
後
に
は
夢
幻
的
、
高

踏
的
、
賀
族
的
、
非
人
情
的
な
天
上
美
へ
と
進
展
し
た
が
、
と
も
か
く
油
抜
の
眼
目
は
ど
こ
ま
で
も
舞
歌
二
仙
で
あ
る
こ
と
が
、
因
果
の
原

狸
に
よ
る
葛
膝
を
嬰
黙
と
す
る
油
刷
と
の
相
蹴
で
あ
る
。
即
ち
物
餌
似
が
訊
に
迫
っ
た
摸
倣
、
籾
密
な
葛
質
で
な
く
、
扮
装
・
姿
態
・

の
詞
派
と
し
て
の
陥
曲

能
業
の
詞
章

~
J
し
て
の
謡
曲

阪

倉

篤

太

郎



メ
ロ
デ
イ
ー

主
義
の
大
和
猿
業
に
、
幽
玄
（
歌
舞
的
演
抜
）
第
一
主
義
の
近
江
猿
業
を
折
衷
し
た
の
社
な
ら
ず
、
旋
律
（
節
ー
音
の
高
低
の
を
基

盤
と
し
た
従
来
の
猿
業
昔
仙
に
、
律
励
（
拍
子
1

平
日
の
長
短
の
崚
化
）
を
根
抵
と
す
る
仙
舞
を
融
合
し
、
そ
の
嗣
子
冊
阿
孤
は
父
の
後
を

承
け
て
、
序
破
怠
と
い
ふ
音
業
原
躙
花
全
組
織
を
通
じ
／
J

確
立
す
る
な
ど
、
改
善
進
展
に
力
を
泰
し
た
の
で
あ
る
。
な
匠
謡
曲
の
曲
節
の
中

に
、
昔
業
要
素
と
し
一J獅
取
綜
合
さ
仇
た
も
の
に
は
膝
明
・
和
讃
・
朗
詠
•
平
仙
・
宴
鼎
・
小
歌
（
民
謡
）
の
類
が
あ
る
が
、
一
々
説
明
す

る
こ
と
は
省
略
す
る
こ
と
に
し
一
J

、
そ
の
中
で
能
業
の
詞
脊
千
た
る
謡
仙
の
上
に
大
き
な
影
鵡
質
を
興
へ
た
、
突
曲
に
就
い
一
J

一
言
す
る
。

(
1
)

正

染

た

る

雅

槃

し

て

(
2
)
〕
田
植
の
時
、
豊
作
を
祈
る
祭
式
に
附
院
し
た
歌
繹
に
起
因
す
る
。

(
3
)

俯
侶
が
法
會
の
後
の
慇
芳
食
に
、
餘
興
と
し
て
演
じ
た
絞
能
を
起
源
と
す
る
。

(
4
)

至
徳
元
年
（
西
肝
―
―
―
―
八
四
年
）
歿
。

(
5
)

嘉
吉
―
―
―
年
（
西
肝
一
四
四
一
―
―
年
）
歿
と
も
、
康
正
元
年
（
西
肝
一
四
五
五
年
）
歿
と
も
い
ふ
。

(
6
)

夜
生
の
時
期
は
罪
か
で
な
い
が
、
宰
町
帖
代
に
流
行
し
た
一
種
の
の
名
。
ク
七
と
い
ふ
謡
は
正
し
か
ら
ず
偏
つ
て
ゐ
る
こ
と
で
、
白
拍
子
錦
に

贅
し
て
正
格
で
な
い
賞
懺
凰
の
綿
と
い
ふ
義
か
。

宴
仙
と
い
ふ
名
義
は
、
遊
安
に
用
ゐ
る
歌
仙
の
意
で
ー
~
後
に
は
宴
席
の
み
な
ら
ず
法
業
な
ど
に
も
用
ゐ
ら
れ
た
ー
—
も
と
則
詠
や
早
歌

(
！
.
）
 

（
今
様
の
一
稲
）
や
白
拍
子
の
系
統
を
引
き
、
そ
れ
に
天
台
の
弊
明
を
加
味
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
仙
は
、
宴
曲
十
七
帖
に

C

2

)

 

集
め
ら
訊
た
も
の
約
百
七
十
篇
あ
っ
て
、
そ
の
大
部
分
は
賞
逍
の
元
祖
と
い
は
れ
る
明
空
の
作
詞
作

llh
に
か
＼
る
と
仰
へ
ら
れ
、
月
江
の
が

て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
曲
妙
中
で
最
も
時
代
の
口
十
い
も
の
は
仁
治
三

こ
れ
に
次
ぐ
ー
—
ー
そ
の
他
の
作
詞
作
仙
者
の
名
は
選

（
四
貯
ー
ニ
四
二
）
以
前
1

或
は
承
久
元
年
（
四
貯
―
ニ
ー
九
）
以
前
—
—
で
、
最
も
新
し
い
の
に
は
弘
安
頃
（
西
暦
―
二
八
0
年
頃
）

(

4

)

 

の
も
の
が
あ
る
。
と
も
か
く
鈍
倉
時
代
の
半
頃
か
ら
室
町
時
代
へ
か
け
て
、
投
族
・
武
士
、
．
俯
侶
た
ち
の
間
に
流
行
し
た
が
、
應
仁
・
文
明

能
榮
の
詞
意
と
し
て
の
謡
曲

し、

に

手
品
奇
術
を
演
じ
た
。



餌
業
の
詞
掌
と
し
て
の
謡
仙

後
（
四
縣
一
四
九

0
年
頃
か
ら
）
は
衰
へ
た
や
う
で
あ
る
。
そ
の
形
式
は
今
粽
を
長
く
連

(

5

)

 

七
・
七
四
・
五
七
五
・
七
七
五
な
ど
も
見
え
て
、
い
づ
仇
も
謡
仙
に
多
く
存
す
る
形
で
あ
る
。

で
大
抵
七
五
調
で
あ
る
が
、
時
に
ほ
七

内
容
は
題
材
の
範
屈
が
そ
れ
以
詢
の
謡
物
類
よ
り
駅
張
さ
れ
て
、
和
淡
の
故
恵
、
四
季
の
試
物
、
帥
佛
の
耽
寺
の
緑
起
、
年
中
行

(

6

)

 

事
、
名
膀
史
蹟
、
遊
興
、
胴
旅
、
説
賀
、
態
愛
な
ど
廣
汎
に
亘
り
、
特
に
東
図
的
題
材
が
多
く
、
佛
敦
的
訓
誡
や
猛
敦
的
諷
叫
を
含
む
な
ど

著
し
く
鐸
倉
文
學
の
色
彩
を
需
び
て
ゐ
る
が
、
概
し
／
J

徒
ら
に
街
學
的
で
あ
り
、
且
劇
的
要
素
を
鋏
い
て
限
調
空
疎
で
あ
る
。
詞
窄
も
盛
に

酎
句
を
用
ゐ
て
修
癖
を
施
し
て
ゐ
る
が
、
故
恵
成
語
を
綴
り
合
せ
住
言
盟
句
を
蚊
べ
た
ば
か
り
で
、
首
尾
の
統
一
が
不
十
分
で
あ
る
。
而
も

古
典
か
ら
の
取
材
や
門
外
の
故
質
、
紳
佛
の
縁
起
の
叙
述
が
多
く
、
古
歌
・
則
詠
の
引
用
や
成
句
熟
語
の
叫
の
慇
し
い
こ
と
、
特
に
物
盛

(

7

)

（

8
)
 

し
・
逍
行
文
の
殺
達
な
ど
、
謡

llh文
に
及
ぼ
し
た
影
孵
の
様
め
て
大
き
い
こ
と
は
、
眠
嬰
な
事
質
で
あ
る
。

(
1
)
邪
間
と
も
呼
ば
れ
』
~
祁
仙
は
．
瓜
硲
歌

•
P
J
l
詠
そ
の
の
組
名
で
あ
っ
た
の
が
朗
詠
の
別
名
と
な
り
、
じ
て
冥
拙
の
一

名
と
も
な
っ
た
ー
ー
外
に
早
歌
（
宴
訓
の
礎
化
し
て
知
く
な
っ
た
も
の
、
部
ち
小
歌
の
一
稲
を
も
い
ふ
）
、
現
爾
娑
渋
・
乳
（
現
）
里
布
染
な
ど
の
m郎
名

が
あ
る
。

(
2
)

他
は
叫
ら
か
で
な
い
が
、
大
原
の
底
明
逍
の
人
た
ち
と
汎
交
の
あ
っ
た
天
台
俯
ら
し
く
、
歿
年
は
稲
か
で
な
い
ー
ー
i111
し
茄
元
四
年
（
四
瓶
―
―
―

1
0

六
）
に
六
十
餘
歳
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
拾
菜
集
の
自
序
で
知
ら
れ
る
［
そ
れ
よ
り
以
削
に
宴
仙
と
い
ふ
名
目
の
在
じ
た
叫
微
を
見
な
い
け
れ
ど
も
、

か
れ
を
創
始
省
と
す
る
こ
と
は
賞
ら
ぬ
や
う
で
あ
る
[
—
綾
小
路
俊
賊
の
五
節
間
郡
肌
（
永
正
十
一
年
と
あ
る
が
、

l
I
n
Hゃ
窄
讃
の
大
骰
は
平
安
朝
時

、
、

代
の
末
に
低
に
窟
ま
つ
て
ゐ
た
）
に
「
水
猿
柚
の
白
拍
子
」
と
あ
る
の
が
、
少
く
と
も
媒
仙
の
一
盟
の
初
見
で
あ
ら
う
か
と
い
ふ
。

(
3
0
)

明
空
の
弟
子
と
も
い
は
れ
、
父
肌
空
の
改
名
と
も
い
は
れ
る
。

(
4
)

古
阿
野
辰
之
博
士
は
、
「
朦
罰
興
」
に
後
店
租
院
を
頸
徳
院
と
し
て
ゐ
る
の
に
よ
っ
て
、
仁
治
―
―
―
年
以
前
の
作
と
す
る
が
野
間
辛
脳
氏
は
、
「
竹
振
山
祟

駿
同
井
」
を
ホ
久
元
年
以
前
の
作
か
と
い
ふ
。
久
高
野
拇
士
に
よ
る
と
、
「
宜
山
祇
」
が
建
是
年
間
（
西
屈
―
―
一
四
九
ー
―
―
一
五
五
）
建
立
の
建
長
寺

を
詠
じ
、
「
五
節
」
が
文
永
九
年
（
三
七
―
-
）
崩
の
後
悩
峨
天
皇
の
御
代
を
詠
じ
、
「
得
月
貸
池
卯
」
に
弘
安
年
間
（
四
脈
―
―
―
七
八
ー
―
二
八
七
）

建
立
の
闘
党
寺
を
詠
ず
る
熔
か
ら
、
建
長
・
文
永
・
弘
安
以
後
の
作
と
い
ひ
、
野
間
氏
は
「
説
」
「
石
悩
水
禦
馳
」
を
弘
安
阻
年
一

1

一
八
一
）
瞑

の

作

と

し

、

「

宜

山

泥

拳

讃

」

を

同

十

年

（

西

屈

ご

一

八

七

）

頃

ま

で

の

作

か

と

い

ふ

。

．

汽



曲

）
ヽ
r

七
七

七
四
露
分
け
わ
ぶ
る
、
卓
雲

五

七

五

千

n十
ぶ
る
、
天
よ
り
降
る
ヽ
紳
な
れ
ば

七
七
五
夜
べ
寒
か
ら
ん
、
級
り
さ
ふ

J

と
嗚
く
、
き
り
人
＼
す

(
6
)

「
江
邸
抵
」
「
鹿
島
憲
騎
」
「
三
島
詣
」
の
顆
。

(
7
)

「
局
磁
」
「
凪
」
の
如
く
そ
の
題
目
に
闊
す
る
材
料
を
列
ね
た
も
の
と
、
「
松
竹
」
「
上
下
」
の
如
く
狐
似
又
は
粗
詞
の
材
料
を
収
り
合
吐
た
も
の
と
が

あ
る
。

(
8
)

「
熊
野
参
詣
」
の
類

さ
て
最
籾
に
述
べ
た
ゃ
う
に
能
業
は
、
舞
歌
二

lHlを
以
一
」
物
飼
似
を
統
整
す
る
こ
と
を
本
領
と
し
、
幽
玄
を
油
技
の
狸
想
と
し
た
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
詞
窄
た
る
謡
仙
も
ま
た
こ
の
廊
を
主
眼
と
し
て
ゐ
る
。
も
と
よ
り
内
容
に
於
て
佛
敦
思
想
、
乃
至
紳
佛
習
合
思
想
が
根
抵
を

現
し
て
舞
ふ
早
舞
、

寺
で
白
拍
子
の
舞
ふ
怠
舞
な
ど
、
主
題
に
應
じ
て
稲
々
な
舞
が

所
作
や
、
英
雄
の

成
し
、
紳
明
佛
陀
の
冥
感
、
誦
舞
呪
文
の
功
徳
に
よ
つ
て
図
土
の
安
認
、
御
代
の
長
久
、
の
将
舎
、
幽
銀
精
魂
の
解
脱
、
悪
鬼
妖
怪
の

調
伏
な
ど
が
成
し
途
げ
ら
れ
る
と
い
ふ
、
宗
数
的
色
彩
の
著
し
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
の
脚
色
は
、
戯
仙
的
構
成
に
よ
つ
て
歌
舞
を

誘
ひ
出
す
や
う
に
す
る
の
を
原
則
と
し
た
。
そ
の
主
題
は
稲
及
で
あ
る
が
例
へ
ば
住
吉
明
軸
が
影
向
し
て
舞
ふ
肺
舞
、
融
大
臣
の
幽
銀
が
出

に
涸
を
罰
め
ら
仇
て
舞
ふ
男
舞
、
枯
椰
の
精
が
舞
ふ
序
舞
、
熊
野
が
観
櫻
宴
の
興
を
添
へ
る
中
舞
、
逍
成

ら
仇
る
の
を
常
と
す
る
の
社
な
ら
ず
、
子
を
失
っ
た
母
親
の
物
に
狂
ふ

一
稲
の
舞
で
あ
る
。
従
つ
て
戯
仙

聾
が
る
合
戦
の
有
椋
、
さ
て
は
山
伏
の
法
力
に
抗
争
す
る
鬼
の
動
作
な
ど
も
、

と
し
て
人
物
の
性
格
の
拙
邸
、
班
件
の
進
展
の
叙
述
に
鋏
け
て
ゐ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

次
に
外
形
に
つ
い
て
見
る
と
、
に
語
る
べ
き
部
分
卸
ち
コ
ト
バ
と
、

(
5こ

宴

の
詞
掌
と
し
て
の
絲
曲

に

ふ
べ
き
部
分
と
あ
る
の
は
平
抽
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、

謡

間

急
ぐ
心
も
、
い
さ
め
る
駒
に

蹄
脩
を
い
つ
と
、
定
め
ん

月
に
と
ふ
、
徊
り
は
か
り
の
、
鉗
の
靴
に

も
つ
や
川
子
の
油
、
あ

t

つ
ま
か
ら
げ
の
、
汐
衣

四



能
染
の
詞
卒
と
し
て
の

七
五
調
か
ら
成
り
ー
ー
＇
七
七
・
七
四
・
互
七
五
・
七
七
五
な
ど
も
あ
る
ー
~
内
外
古

今
の
典
師
に
見
え
た
美
癖
訟
句
や
故
事
成
語
（
流
行
の
小
歌
郎
ち
民
謡
な
ど
も
）
を
、
掛
詞
・
緑
語
そ
の
他
の
修
賠
法
（
し
り
取
文
句
・
物

(

3

)

（

4
)

（

5
)

（

6
)
 

盛
し
・
受
渡
し
・
敷
詞
の
類
）
な
ど
を
用
ゐ
て
舷
綴
し
た
も
の
で
、
流
暢
宛
轄
の
妙
を
極
め
て
ゐ
る
—
ー
往
々
引
用
諮
句
の
訛
誤
も
認
め
ら

れ
る
。
然
し
時
と
し
て
ほ
意
義
上
の
連
絡
の
無
い
、
或
は
矛
盾
を
さ
へ
感
ぜ
し
め
る
語
句
を
羅
列
し
た
ゃ
う
に
見
え
る
箇
所
も
あ
る
か
ら
、

個
々
の
語
句
の
意
義
よ
り
は
全
憫
と
し
て
そ
の
場
の
情
娯
を
印
象
せ
し
め
、
象
微
的
な
能
の
演
按
を
助
け
る
こ
と
に
債
値
が
存
す
る
と
も
い

は
れ
る
。
従
つ
て
所
謂
つ
づ
れ
錦
式
の
文
と
評
せ
ら
れ
る
の
も
必
ず
し
も
不
常
で
な
い
け
虹
ど
も
、
箪
な
る
つ
菩
は
ぎ
で
は
な
い
の
で
あ
っ

て
、
作
者
は
そ
の
箪
語
乃
至
引
用
語
に
よ
つ
て
看
客
（
間
衆
と
い
つ
て
も
よ
い
）
が
直
感
す
る
、
内
容
的
連
想
を
豫
期
し
た
と
見
ら
れ
る
の

(

8

)

 

で
あ
る
か
ら
、
先
づ
語
句
文
脈
、
さ
て
は
音
律
的
諮
調
な
ど
の
精
細
た
訓
詰
的
吟
味
に
よ
つ
て
、
詞
意
の
的
蹄
な
意
義
を
把
搬
し
て
こ
そ
、

始
め
て
そ
の
徽
妙
な
情
調
を
感
じ
得
る
の
で
あ
る
。
而
も
文
法
上
の
論
狸
的
闘
係
無
し
に
飛
闘
的
に
、
語
句
（
特
に
引
用
賠
旬
）
間
の
意
義

(

9

)

 

上
の
連
絡
を
も
つ
場
合
も
少
く
な
い
こ
と
は
、
連
歌
の
附
合
な
ど
に
も
励
¥
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
蓋
し
こ
の
傾
向
は
、
尚
古
街
學
を
特
色

と
す
る
室
町
時
代
に
疲
逹
し
た
文
學
藝
術
の
基
調
を
成
す
も
の
で
、
油
抜
の
方
で
も
さ
う
で
あ
る
や
ら
に
露
叫
Il
煩
瑣
な
説
明
的
表
現
を
避
け
＇

て
、
婉
曲
桔
悛
な
直
覺
的
悟
入
に
逃
す
る
こ
と
を
好
む
、
我
が
國
民
性
の
反
映
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
ら
。

特

懸
雌
の
誓
翌
嘉
れ
つ
ミ
心
狂
氣
に
な
れ
衣
の
已
の
日
の
祓
ゃ
木
綿
四
喜
帥
翌
助
け
も
被
の
上
、
あ
は
れ
に
消
え
し
う
き
身
な
り
。

(at)

雌
ー
ー
露
ー
ー
贋

狂
氣
に
な
る
已
の
日
の
祓
ー
ー
＇
不
綿
四
手
ー
ー
砒

5

馴

れ

衣

ー

ー

ん

身

肺

助

け

も

無

く

あ

は

れ

愛

き

被
1

泡
ー
ー
＇
泊
｀
序
ー
ー
浮
き

(
2
)

月
こ
そ
出
づ
れ
執
日
訓
ヽ
叫
吹
の
湘
に
影
見
え
て
。

(
3
)

逃
ぶ
は
辿
き
梵
奥
の
共
名
や
千
賀
の
殿
腐
ヽ
賤
が
翫
菜
を
逃
ぴ
し
は
阿
泊
が
前
に
引
く
汐
‘
そ
の
伊
勢
の
悔
竺
一
見
の
油
、
ふ
た
た
び
冊
に
も
出
で

ば
や
、
松
の
む
ら
立
か
す
む
日
の
汐
路
ゃ
辿
く
嗚
悔
泣
゜

(
1
)
 ふ

部
分
は
前
に
泣
べ
た
宴
曲
と
同
様
に
、

五



四

(
4
)

そ
れ
は
嗚
洵
氾
、

,
J

A

は
の
松
か
げ
に
月
こ
そ
さ
は
れ
芦
の
駿
。

(
5り
）
月
は

T
づ
影
は
ゴ
づ
ヽ
糊
つ
(
-
―
る
）
汐
の
面
（
四
）
の
車
に
月
を
載
辻
て
。

(
6
)
i
甚
だ
し
き
は
賑
川
に
流
れ
奇
嬌
に
過
ぎ
る
も
の
も
無
い
で
は
な
い
。
例
へ
ば
「
動
く
か
動
か
ぬ
か
木
訓
の
呪
」
「
花
塙
上
、
月
で
ん
法
院
」
（
訓
瓜
と

側
と
を
揖
け
る
）
の
訊
。

(
7
)

例
へ
ば
「
半
爺
」
の
「
夕
陽
の
ざ
ん
吐
い
あ
ら
た
に
窓
を
う
が
つ
て
去
る
、
し
う
た
ん
の
泉
の
底
：
・
:
」
は
妍
捩
朗
詠
集
の
「
夕
陽
叫
糾
穿
窓
入
、

訓
澗
泉
降
向
戸
飛
」
（
院
峨
天
皇
仰
製
）
を
渫
り
＇
ー
ー
さ
ん
吐
い
を
郷
刷
ヽ
し
う
た
ん
を
晒
糾
と
す
る
品
は
非
|
|
「
窓
棗
に
向
ふ
ろ
う
げ
つ
は
琴
認
に

あ
た
り
、
し
う
し
ゃ
う
の
秋
の
山
：

．． 
」
は
同
集
の
「
窓
棗
吊
月
露
琴
柑
、
地
上
秋
山
人
洒
盃
」
（
方
手
作
）
を
諜
っ
た
も
のi
~

ろ
う
げ
つ
を
朗
月
、

い
う
し
ゃ
ぅ
を
卿
側
と
す
る
高
は
非
ー
ー
と
想
は
れ
る
。
然
し
一
品
に
は
故
謡
に
作
り
杵
へ
た
も
の
か
と
も
い
は
れ
る
。

(
8
)

「
半
謡
」
の
シ
テ
の
「
叩
原
虚
が
桐
を
混
す
」
を
、
地
が
「
さ
ら
で
も
袖
を
滋
す
は
劇
山
の
雰
の
あ
け
ぼ
の
」
と
永
け
た
の
は
、
訓
か
ら
利
漢
朗
詠

集
の
「
附
山
而
夜
罪
」
（
白
氏
文
集
）
を
辿
想
し
て
虞
叫
を
出
し
、
面
も
夏
に
雪
に
つ
ゞ
け
た
の
は
同
集
の
「
香
姻
半
叩
誌
認
偉
看
」
（
白
氏
文
集
）
を

辿

想

し

て

尉

山

の

害

の

一

で

あ

る

）

と

つ

ゞ

け

た

も

の

で

、

教

投

あ

る

は

作

者

の

こ

の

訟

閂

を

直

感

的

に

親

僧

す

る

の

で

あ

。

る。

(
9
)

の
履
雨
を
必
ぐ
紅
葉
府
、
深
き
山
路
を
咄
ね
ん
」
の
俯
詞
に
つ
い
て
、
或
は
時
雨
ノ
降
lV
中
ヲ
p

咋
心
イ
デ
絋
業
見
二
出
カ
ケ
ル
と
諜

し
、
或
は
細
菜
見
―
―
出
カ
ケ
ル
ク
メ
ニ
、
木
ノ
葉
ヲ
紅
二
染
メ
JV

時
雨
ガ
11千
ク
降
ル
コ
ト
ヲ
待
チ
兼
ネ
テ
居
JV

と
謁
す
る
の
は
共
に
妥
窟
で
な
い
と
し

て
、
小
林
肘
堆
氏
は
新
占
今
梨
に
「
龍
Ill
姫
今
は
の
頃
の
秋
凰
に
時
雨
ど
凶
ぐ
人
の
袖
か
な
」
と
あ
る
の
に
よ
る
べ
き
で
、
龍
川
姫
ガ
、
今
ハ
秋
モ
終

リ
デ
ア
ル
ト
イ
フ
ノ
デ
頻
リ
ー
一
時
雨
ヲ
降
ラ
ス
、
ソ
ノ
ク
メ
ニ
賃
赤
に
染
マ
ッ
ク
就
葉
ヲ
li心
ル
ベ
ク
芸
々
の
直
と
附
す
る
が
よ
い
と
い
っ
た
（
「
恨
批
」

昭
利
十
九
年
一
月
独
）

最
後
に
附
言
す
べ
き
こ
と
は
、

こ
の
詞
章
が
斌
技
の
上
に
如
何
に
表
現
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。
例
へ
ば
「
船
辮
炭
」
の
「
舟
子
ど

も
は
や
覆
を
と
＜
／
＼
と
勘
め
申
せ
ば
判
官
も

．．．． 
」
は
、
「
船
頭
た
ち
が
は
や
綴
を
解
い
て
、
疾
＜
疾
く
と
乗
船
を
判
官
義
経
に
お
罰
め

申
す
の
で
」
（
解
し
と
痴
ぐ
と
を
掛
語
と
す
る
）
と
い
で
あ
る
か
ら
、
シ
テ
孵
御
訛
は
居
立
つ
て
抱
へ
扇
を
し
、
橋
掛
の
方
を
見
る
の

の
詞
掌
と
し
て
の
謡
曲

-ノ‘



(
1
)
 

ぃ
の
詞
掌
と
し
て
の
謡
肌

の

の

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
上
を
見
ま

の

の
は
、 し

て
、

の
螢
で

で
あ
る
が
、

か
ら
問
題
で
な
い
。

て、
の
「
水
の

七

に
」
の
出
;
{
（
勁

（
助
詞
）
に
、
心
持
を
つ
け
る
こ
と
は
ど
う
か
と

こ
に
謡
曲
は
室
町
時
代
に
於
け

が
ら
も
我
が

に
過
ぎ
な
い
の
で
、

の

の

え
）
に
、

つ
い
で

に
於
〗J
も
、
語
句
の

に
よ

ふ
と
こ
ろ
で
、

の
水
に
う
つ
る
心
で

る
の
な
ど
も
、
原
文
で
は

が
飛
ん
で
ゐ
る
の
で
な
い
か
ら
、
蛇
足
で
あ
る
と
い
ふ
人
も
あ
る
が
、
そ
の
や
―
り
な
疎
廂
抜
き
で
、
商
白
い

る
。
況
ん
や
「
藤
戸
」
の
「
汗
き
ぬ
沈
今
ぬ
」
を
、
き
ぬ
」
で
ス
ぷ
リ
と
下
に
居
、
「
沈
今
ぬ
」
で
ス
ツ
ク
と
立
つ
の
な
ど
は
、
文
句
と

は
逆
の
動
作
で
あ
っ
て
も
却
つ

現
の
効
果
は
大
き
い
の
で
あ
る
。

し
て
味
は
ふ
べ
き
で
あ

る

こ

と

を

見

落

し

て

は

な

ら

ぬ

。

例

へ

ば

「

鉢

木

」

の

き

こ

ヘ
由
あ
り
て
」
の
さ
へ

影
よ
り
も
」
は
「
光
る
」
の

ざ

し
て
、

猥

心
を
表
は
し
、
「
影
よ
り
も
」

光

く
と
い
ふ
所
作
を
表
現
し
た
に

い
、
と
も
見
ら
れ
る
。
同
じ
仙
の
「
水
暇

の

そ
れ
に
片
手
を
か
け
て

若
く
冊
馴
れ
な
い
官
位
の
低
い
女
房
で
、

ヘ
方
に
よ
つ
て
は

と
り
つ
い
て
さ
め
ざ
め
と
泣

影
よ
り
も
、
光
る

ん
」
と
い

に

で
、
誰
が
と
い
ふ
こ
と

、
原
文
で

が
、
「
不

と
も
見
え
ぬ
上
脳
の

力旦；

の

に

て
＼

が
通
例
の
隈
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
シ
テ
が
立
つ
て
扇
で
橋
掛
の
方
に
向
ひ
二
度
招
く
嘲
を
す
る
こ
と
も
あ
る
の
は
、

綴
を
解
け
と
孵
御
前
が
勘
め
る
」
）
誤
解
し
た
か
ら
で
、
そ
れ
で

フJ
1二I

上
」
の
ッ
レ
照
日

に
と
り
つ
き
、
さ
め
ざ
め
と
泣

し
さ
よ
」
と
いに

と
り
つ
い
て
泣
い
て
ゐ
る
の
は
シ
テ
即
ち
上
脱
で
無
く
、
（
年
の

に
は
出
て
ゐ
な
い
）
で
あ
る
か
ら
、
誤
解
か
ら
来
た
も
の
と
非
難
す
る
人
も
あ
る
が
、

こ
、t
 

ぼ
し
き
人
の
牛
も
無
き

判
官
と
の
別
仇
花
紐
い
で
ゐ
る
こ
と
に
な
る
°
然
し

「
船
頭
た
ち
ょ
、
早
く



能
築
の

と
し
て
の
謡
曲

(
2
)

「
水
の
音
匂

T
」
は
た
ゞ
「
水
ノ
背
「
可
引
」
の
怠
で
、
「
水
ノ
音
が
明
『
叫
」
窪
と
粛
詞
に
し
た
も
の
で
あ
る
ま
い
に
は
恨
名
逍
の
ち
が
び

は
問
題
に
し
な
い
か
ら
、

5
Tと
甲
幻
と
を
狐
詞
に
出
末
な
い
で
は
な
い
が
）
。
；
釆
女
」
の
「
影

5
7見
ゆ
る
」
の
匂

7
に
も
心
持
を
つ
け
る
の
は
、

同

様

に

妥

賞

で

な

ぃ

ー

共

に

「

鉢

木

」

の

「

空

さ

え

」

か

ら

の

の

誤

で

あ

る

。

（

終

）

八




